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編集後記

　新緑がまぶしい季節となり、霞キャンパスにも爽やかな風が吹き渡っています。ここ最近は寒暖差の
大きい日が続き、体調管理が難しい時期でもありました。皆様におかれましては、新年度の慌ただしさ
の中にも健やかにお過ごしのことと存じます。
　本号では、多数の新任教授のご挨拶をはじめ、研究最前線やすぐれた論文の紹介など、医系科学研究
科の多彩な活動をお届けしています。現在、大阪・関西万博が「いのち輝く未来社会のデザイン」をテー
マに開催されており、世界が医療や健康、持続可能性に注目する中、本研究科が果たすべき役割もます
ます重要になってきています。私たち一人一人の取り組みが、確かな一歩となることを願っています。
　最後になりますが、本号の発刊に際しご尽力いただきました執筆者、編集者ならびに広報委員の皆様
に、心より感謝申し上げます。
� 2025年5月　広報委員　丸橋　達也
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